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研究要旨：IBD 専門医の育成プログラムを創成するにあたっては、平成 21 年度に専門医のニーズや診療

上の役割についての予備調査を行った。その結果、ほぼ全ての回答者が IBD 専門医は必要であると答え

たが、IBD 専門医育成のプログラムを実践している施設は無かった。そこで、北海道地区をモデルとし

て専門医に求められる診療内容についての調査研究を行った。その結果、炎症性腸疾患の確定診断およ

び治療方針の変更に関してニーズが高いことが示唆された。その後、新規治療の開発、治療目標の変化、

難病法の改正や日本専門医機構が実施する「新専門医制度」の開始などの時代的変遷があり、IBD 専門

医を取り巻く社会事情に変化が起こってきた。これを受けて、平成 29 年度初旬に IBD 専門医育成に関

するアンケート調査を実施した結果、①IBD 専門医制度の構築については約 3/4 のご施設が賛成、②認

定機関は JSIBD が適切、③時期としては、消化器病学会専門医取得後との意見が多くを占めた。H29 年

10 月に日本炎症性腸疾患学会教育委員会（JSIBD）と合同ミーティングを行い、プロジェクトメンバー

は本班会議のメンバーと JSIBD 教育委員会のメンバーの合同とすること、日本専門医機構の方針にとら

われない実質的な専門医育成することが話し合われた。今後、JSIBD と一体化して具体的な専門医プロ

グラムの作成を行っていく。 

 

共同研究者 
鈴木康夫（東邦大学医療センター佐倉病院 内科
学講座） 
竹内 健（東邦大学医療センター佐倉病院 内科学
講座） 
岡崎和一（関西医科大学内科学第三講座） 
二見喜太郎（福岡大学筑紫病院外科） 
安藤 朗（滋賀医科大学消化器内科） 
辻川 知之（滋賀医科大学消化器内科） 
渡辺 守（東京医科歯科大学 消化器病態学） 
長堀正和（東京医科歯科大学 消化器病態学） 
松岡克善（東京医科歯科大学 消化器病態学） 
高後 裕（国際医療福祉大学病院消化器内科） 
蘆田知史（札幌徳州会病院 IBD センター） 
上野伸典（旭川医科大学内科学講座 消化器血液
腫瘍制御内科学分野） 
安藤勝祥（旭川医科大学内科学講座 消化器血液
腫瘍制御内科学分野） 
稲場勇平（市立旭川病院消化器病センター） 
中村志郎（兵庫医科大学炎症性腸疾患学講座内科
部門） 
渡辺憲治（兵庫医科大学炎症性腸疾患学講座内科
部門） 
福島浩平（東北大学大学院消化管再建医工学分野 

分子病態外科学分野） 

松井敏幸（福岡大学筑紫病院 消化器内科） 
平井郁仁（福岡大学筑紫病院 消化器内科） 
穂刈量太（防衛医科大学校内科） 
金井隆典（慶應義塾大学消化器内科） 
長沼 誠（慶應義塾大学消化器内科） 
藤井久男（平和会吉田病院消化器内視鏡・IBD セ
ンター） 
横山 薫（北里大学医学部消化器内科） 
木村英明（横浜市立大学附属市民総合医療センタ
ー炎症性腸疾患センター） 
 

A. 研究目的 

平成 21 年度に、プロジェクト委員会を設け、

班会議参加施設における IBD 診療の実態に関

する予備調査を行った。その結果、IBD 専門医

が必要であり，専門医育成の対象は卒後 5年目

以降の消化器内科医，消化器外科医とする意見

が多数を占めた。しかし、現時点で IBD 専門医
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育成のプログラムを作成・実践している施設は

無かった。H22 年度から、IBD 専門医の診療現

場における役割、地域医療社会での必要性，そ

の立場やインセテイブ、患者・家族からの必要

性を明らかにする目的で、IBD 専門施設、消化

器科医、一般医からなる病診連携のコホート研

究を立案した。本研究において、IBD 専門施設、

消化器科医、一般医の間の双方向の情報交換を

簡便に行う目的でクラウド型電子カルテシス

テムを構築し、前向きに患者の登録を行ってい

き、IBD 専門医の必要性や役割を検討した。こ

の結果、クローン病の確定診断や治療方針変更

に関して IBD 専門医のニーズが高いことが明

らかになった。一方で、新規治療の開発、治療

目標の変化（粘膜治癒をゴールとした治療戦

略）、難病法の改正や日本専門医機構が実施す

る「新専門医制度」の開始などの時代的変遷が

あり、IBD 専門医を取り巻く社会事情に変化が

起こってきた。 

本プロジェクトの目的は、IBD 専門医育成プ

ログラムに関する班関係者の意見を調査し、学

会や厚生省科学審議会との連携による IBD 専

門医育成プログラムを作成することである。 

 

B. 研究方法 

①IBD 専門医育成プログラムに関する班関係者

の意見の再調査 

近年の治療法の発達や専門医制度の変遷によ

って、IBD 専門医育成プログラムに関する意見も

変化している可能性がある。そこで、アンケート

調査票を用いて班関係者の意見を集約する。 

②学会や厚生省科学審議会との連携による IBD

専門医育成プログラム（案）の作成 

①の結果およびIBD専門医ニーズの地域特異性、

および厚生科学審議会疾病対策部会が提唱する

「難病の医療提供体制の在り方」との整合性を考

慮して、日本炎症性腸疾患学会との協力のもと、

IBD 専門医育成プログラム（案）を作成する。 

C. 研究結果 

①IBD 専門医育成プログラムに関する班関係

者の意見の再調査 

 アンケート調査の結果、75%の施設では IBD

専門医制度が必要であると回答した。一方、

不要であるとした施設からの理由としては新

専門医制度が整備されていない現状では困難、

IBD を診療する医師が逆に減少するおそれが

ある、すでに多くの IBD 専門医がいる、IBD

は全ての消化器病医が診療すべき、インセン

ティブがはっきりしない、などの理由であっ

た（図１）。専門医制度の認定組織は日本炎症

性腸疾患学会（JSIBD）とすべきとの意見が大

半を占めた（図 2）。 

図１ 

図 2 
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専門医を認定する時期については消化器病な

どの 2階建て部分の専門医を取得した後との

意見が多かった（図 3）。しかし、専門医認定

基準については、指導施設での研修、学会へ

の出席、講習会への出席、e-learningの受講、

専門医試験の実施など多くの意見があった

（図 4）。 

図 3 

 

図 4 

 

②学会や厚生省科学審議会との連携による

IBD 専門医育成プログラム（案）の作成 

 ①の結果をふまえ、JSIBD 教育委員会との

合同ミーティングを開催した（2013 年 10 月

13 日、福岡）。そこで、鈴木班「啓発・専門

医育成プロジェクトミーティング」のメンバ

ーと JSIBD 教育委員会のメンバーとを統一す

ること、名称は認定医が適切であることが提

案された。一方で、認定方法については、試

験を行うか、研修等を行うか、セミナーや講

習会、e-learning の受講はどうするか、など

の議論があり、今後の検討課題となった。ま

た、インセンティブについては、厚労省およ

び JSIBD ホームページでの認定医氏名の公開

が提案されたが、難病拠点病院指定の選定基

準との関連づけや新規治療を行う上での資格

とできるか、などの議論が行われ今後の課題

となった。 

 

D. 考察 
H22年度に集計したIBD診療の実情および専

門医の必要性に関する予備調査アンケートの

結果および北海道地域をモデルとした IBD 専

門施設、消化器科医、プライマリ医を対象とし

たコホート研究から、IBD 専門医のニーズとし

ては、診断困難例における確定診断、病態の変

化にともなう治療変更の決定が重要であると

考えられた。また、今年度行ったアンケート調

査では、75%の施設が IBD 専門医制度は必要で

あると回答し、専門医制度の認定組織は JSIBD

とすべきとの意見が大半を占めた。また、認定

時期は消化器病専門医などの 2 階建て部分が

終了した時期との意見が多かった。しかし、認

定基準については一定の見解は得られなかっ

た。その後、2017 年 10 月に行われた JSIBD 教

育委員会との合同ミーティングで、JSIBD 教育

委員との強い連携によって進めることが確認

された。今後は、認定方法（試験の要否、指導

施設での研修の要否、セミナーや講習会、

e-learning の位置づけ）を決定していくとと

もに、十分なインセンティブの獲得についても

努めていく予定である。 
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E. 結論 

JSIBD との連携のもと、IBD 専門医育成プロ

グラムを作成することが確認された。今後は、

認定方法（試験の要否、指導施設での研修の要

否、セミナーや講習会、e-learning の位置づ

け）の決定、十分なインセンティブの獲得を目

指していく。 
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